
皆
さ
ん
お
花
見
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

先
日
私
は
六
義
園
に
行
き
ま
し
た
。
有
名

な
し
だ
れ
桜
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ま
だ
咲
い
て
い
る
桜
も
あ
り
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
巣
鴨
に
行
き

平
成
4
年
に
新
し
く
な
っ
た
観
音
様
を
タ

オ
ル
で
洗
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
5

時
近
く
に
な
り
ま
し
た
が
、
20
人
ほ
ど
並

ん
で
い
ま
し
た
。
以
前
は
た
わ
し
で
こ
す
っ

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
磨
り
減
っ
て
し
ま

う
の
で
タ
オ
ル
に
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

と
て
も
キ
レ
イ
な
観
音
様
で
し
た
。
東
京

に
住
ん
で
い
な
が
ら
初
め
て
で
し
た
が
、

ま
た
行
き
た
く
な
る
街
で
し
た
。

さ
て
、
今
回
は
雨
の
日
や
掃
除
の
あ
と

の
仕
上
げ
に
ス
ッ
キ
リ
す
る
ス
プ
レ
ー
の

ご
紹
介
で
す
。
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
や
鼻
が

つ
ま
っ
た
風
邪
の
と
き
に
も
、
ス
ッ
キ
リ

と
使
え
る
ス
プ
レ
ー
で
す
。

【
材
料
】

無
水
エ
タ
ノ
ー
ル
５
㏄

精
製
水

 25
㏄

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル

(E/O)

12
滴(

2%)

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト

5

ユ
ー
カ
リ

3

マ
ー
ト
ル

4

【
作
り
方
】

ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
に
無
水
エ
タ
ノ
ー
ル
５

㏄
を
い
れ
ま
す
。
各
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
い

れ
、
よ
く
シ
ェ
イ
ク
（
混
ぜ
る
）
し
ま
す
。

混
ぜ
た
中
に
精
製
水
25
㏄
を
入
れ
さ
ら
に

シ
ェ
イ
ク
し
て
出
来
上
が
り
で
す
。

※
使
用
す
る
前
に
は
よ
く
シ
ェ
イ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。
無
水
エ
タ
ノ
ー
ル
を
使
用
し

て
い
る
の
で
肌
に
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◇
ユ
ー
カ
リ

呼
吸
器
系
に
よ
く
、
鼻
が
詰
ま
っ
た
時

な
ど
す
っ
き
り
し
ま
す
。
デ
オ
ド
ラ
ン
ド

効
果
が
あ
り
ま
す
。

◇
マ
ー
ト
ル

気
管
支
の
感
染
な
ど
に
よ
く
、
鼻
詰
ま

り
に
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト

風
邪
、
呼
吸
器
系
の
不
調
に
よ
い
で
す
。

亜矢の
ハーブ
一口メモ
℡3801-4725

三
月
三
十
日
に
屋
形
船
に
よ
る
花
見
く
だ
り
に

荒
川
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
ご
一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
乗
船
50
名
余
の
お
客
様
と

荒
川
遊
園
船
着
き
場
よ
り
出
発
し
ま
し
た
。
荒
川

遊
園
は
大
正
11
年
（
1922
）
に
王
子
電
気
軌
道
㈱
に

よ
り
開
園
し
ま
し
た
。
明
治
20
年
（
1887
）
頃
に
は

レ
ン
ガ
工
場
が
軒
を
並
べ
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

す
ぐ
緑
色
の
小
台
橋
（
昭
和
８

年
（
1933
）
架
設
）
、
並
ん
で
銀

色
の
舎
人
線
鉄
橋
（
平
成
19
年

（
2007
）
架
設
）
、
船
か
ら
す
ぐ

左
手
に
足
立
小
台
駅
を
見
な
が

ら
下
流
の
黄
緑
色
の
尾
久
橋

（
昭
和
43
年
（
1968
）
架
設
）
の

真
下
を
通
り
抜
け
る
と
す
ぐ
都

立
尾
久
の
原
公
園
（
旧
旭
電
化

（
大
正
六
年
（
1917
）
設
立
）
）
、

右
側
の
荒
川
区
側
に
は
満
開
の
桜

の
木
が
何
本
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
足
立
区
側
に

は
１
本
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ブ
ル
ー
の
色
の

尾
竹
橋
（
昭
和
９
年
（
1934
）
架
設
）
、
こ
の
辺
は

荒
木
田
の
原
と
呼
ば
れ
江
戸
時
代
に
は
ス
ミ
レ
や

レ
ン
ゲ
の
咲
き
乱
れ
、
市
民
の
遊
楽
の
地
で
あ
り

壁
土
や
焼
物
の
土
と
し
て
有
名
な
荒
木
田
の
土
の

産
地
で
し
た
。
橋
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
右
手
に
は
区

立
第
五
中
学
校
、
左
手
に
は
千
住
桜
木
町
の
お
ば

け
エ
ン
ト
ツ
（
エ
ン
ト
ツ
が
４
本
立
っ
て
い
て
見

る
場
所
に
よ
り
１
本
に
見
え
た
り
２
本
に
見
え
た

り
し
た
為
に
そ
の
名
が
つ
い
た
）
の
あ
っ
た
東
電

の
火
力
発
電
所
。

京
成
電
鉄
（
大
正
11
年
（
1922
）

開
通
）
の
鉄
橋
を
く
ぐ
る
と
千
住
水
道
橋
（
三
河

島
汚
水
処
理
所
か
ら
の
工
業
用
水
の
鉄
橋
）
を
く

ぐ
る
と
左
手
足
立
区
側
に
は
、｢

リ
ガ
ー
ル｣

｢

ニ
ッ

ピ｣

の
工
場
群
が
見
え
る
汚
水
処
理
場
に
並
ん
で

日
本
最
初
に
ダ
ン
ボ
ー
ル｢

板
紙｣

を
作
っ
た
所

（
現
在
は
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
ア
ク
ロ
シ
テ
ィ
が
建

つ
）
の
隣
り
に
熊
野
神
社
・
素
盞
雄
神
社
と
続
き

千
住
大
橋
（
413
年
前
、
幕
府
が
隅
田
川
に
最
初
に

架
設
）
へ
と
差
し
か
か
る
鉄
橋
は
昭
和
２
年
（
1927
）

上
り
鉄
橋
は
昭
和
48
年
（
1973
）
架
設
、
下
を
通
る

と
す
ぐ
左
側
に
足
立
市
場
（
魚
専
門
）
舎
人
市
場

（
青
果
専
門
）
が
見
え
ま
す
。
JR
常
磐
線
・
東
京

メ
ト
ロ
・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
三
線
の
鉄
橋

を
右
手
に
汐
入
新
高
層
ビ
ル
群
と
桜
並
木
が
続
く

都
立
汐
入
公
園
の
す
ば
ら
し
い
眺
め
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

千
住
汐
入
大
橋
（
平
成
18
年
架
設
）
を
抜
け
る

と
左
手
に
旧
綾
瀬
川
（
荒
川
放
水
路
に
抜
け
る
川
）

多
間
寺
（
隅
田
川
七
福
神
巡
り
の
ス
タ
ー
ト
の
寺
）

・
カ
ネ
ボ
ウ
発
祥
地
・
東
京
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
と
続
き
水
神
大
橋
（
昭
和
60
年
架
設
）
を

く
ぐ
り
桜
の
名
所
の
隅
田
川
神
社
（
水
神
社
）
を

左
に
旧
汐
入
水
門
（
瑞
光
橋
）
を
右
に
見
て
東
京

ガ
ス
の
ガ
ス
タ
ン
ク
。
そ
の
先
に
石
浜
神
社
（
旧

石
浜
城
）
・
真
先
稲
荷
神
社
で
す
。
白
髭
橋
を
く

ぐ
る
と
左
手
に
白
髭
神
社
、
先
方
の
さ
く
ら
橋
の

両
岸
は
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
桜
並
木
に
お
お
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
飛
鳥
山
の
桜
は
二
代
将
軍
家
光
が

植
え
、
隅
田
川
の
桜
は
八
代
将
軍
吉
宗
が
植
え
た

と
言
わ
れ
て
ま
す
。

幕
府
が
町
民
に
物
見
遊
山
を
奨
励
し
た
の
は
な

ぜ
か
。
武
士
が
８
割
町
民
２
割
で
狭
い
土
地
に
生

活
し
て
い
た
の
で
ス
ト
レ
ス
発
散
に
は
良
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
川
か
ら
見
た
風
景
は

江
戸
時
代
の｢

名
所
図
絵｣

と
比
べ
る
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
ば
か
り
で
面
白
く
な
い
で
す

ね
。
船
中
で
コ
ツ
通
り
の
料
亭｢

新
吉｣

の
豪
華
弁

当
を
食
べ
て
お
大
尽
の
気
分
に
浸
っ
た
一
日
で
し

た
。

仙
成
こ
と
杉
山
六
郎

風
流
お
花
見
船
で
隅
田
川
く
だ
り

☆六郎が語る
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入学、入園のお祝いに
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いかがですか？
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刺繍小文字1文字50円、
大文字100円です。
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